
　

こ
の
た
び
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
（
京
都
市
所
在
）
と
西
条
市

と
の
間
で
交
流
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
と
な
り
、
８
月
３
日
に
同
研

究
所
の
立
本
成
文
所
長
ほ
か
関
係

者
の
ご
出
席
の
も
と
、
市
役
所
で

調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
は
、

環
境
、
文
化
、
産
業
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
躍
す
る
多
数
の
研
究
者

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
水
資
源
」「
環
境
」

な
ど
の
行
政
施
策
の
推
進
に
当
た

り
、
か
ね
て
よ
り
同
研
究
所
か
ら

多
大
な
協
力
を
得
て
お
り
、
現
在

も
担
当
部
局
間
の
交
流
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

特
に
平
成
19
年
か
ら
市
が
取
り

組
ん
で
い
る
地
下
水
資
源
調
査
・

解
析
事
業
に
お
い
て
ご
指
導
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
当
地
域
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に

わ
た
り
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、

同
研
究
所
の
知
見
を
十
分
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
実
績
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら

に
幅
広
い
分
野
で
の
連
携
活
動
を

推
進
し
よ
う
と
締
結
し
た
も
の
で

す
。

　

立
本
所
長
を
は
じ
め
研
究
所
関

係
者
の
方
々
に
西
条
市
の
地
域
資

源
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
調

印
式
終
了
後
、
翌
日
に
か
け
て
、

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
を
は
じ
め
と

し
た
市
内
各
所
の
う
ち
ぬ
き
、
石

鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
、
鉄
道
歴
史
パ

ー
ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
、
丹
原
地
域

の
柿
園
な
ど
を
視
察
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
視
察
も
踏
ま
え
、

西
条
市
が
め
ざ
す
「
快
適
環
境
実

感
都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
が
、
同
研
究
所
と
の

連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
契
機
に
、

協
定
で
謳う

た

わ
れ
て
い
る
「
総
合
地

球
環
境
学
研
究
所
に
お
け
る
地
球

環
境
研
究
の
充
実
」
と
「
西
条
市

に
お
け
る
地
域
活
性
化
」
の
両
面

で
、
相
互
に
多
大
な
プ
ラ
ス
効
果

が
現
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
多
様

な
分
野
の
連
携
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲調印式に出席された研究所関係者の方々

▲調印後、握手を交わす立本成文所長と伊藤市長

▲アクアトピア水系の視察（総合文化会館横の水飲み場にて）

協定締結を記念して図書寄贈
地球環境問題の解決に向けた図書74冊

　協定締結を記念して、総合地球環境学研究所から図書74冊が西条市に
寄贈されました。これらの図書は同研究所の方々が執筆されたもので、
水資源の枯渇、生物多様性の喪失、地球温暖化など、地球環境問題の解
決に向けた同研究所の研究成果が分かりやすく紹介されています。
　寄贈いただいた図書は、西条図書館と東予図書館で閲覧できます。
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